
作成日

評価日

総合計画（実施計
画）上の位置づけ

Ｒ６目標 Ｒ６結果 取組名称（事業名） 概要

1 政策13-1-②

2避難所（累計
16避難所）

6避難所（累計
20避難所）

「高めよう互近助力」
地域でつくる避難生活
運営体制事業

全避難所での運営体制構築を
目指し、8地区ごとにモデルとな
る避難所運営組織の立ち上げ
を支援します。

○

今年度は、松浜地区と南
浜地区を対象として事業を
実施しました。両地区でそ
れぞれワークショップを3回
ずつ開催し、その後に避難
所運営訓練まで行った結
果、新たに6つの避難所で
避難所運営組織を立ち上
げることができました。

2 行財3-2-②

100 109 ・地域活動補助金
・コミ協運営助成金
・コミ協等への支援（助
言等）

地域課題の解決を図る活動な
どに補助金を交付し、地域によ
る自主的・主体的な活動の取り
組みの促進を図ります。
また、地域コミュニティの活性
化と分権型協働都市の実現の
ため、地域コミュニティ協議会
の運営を支援します。

○

地域活動補助金・コミ協運
営助成金を通じて地域活
動を支援しました。
そのほか、事業の改善に
つながるようコミ協を対象と
した地域活動研修を行いま
した。

3 行財3-2-②

10 10 大学連携「未来のまち
づくり」事業

「区ビジョンまちづくり計画」の
重点事項である「若者との協働
によるまちづくり」を実現するた
め、大学（若者）、民間事業者、
地域、行政が連携してまちづく
りに取り組む仕組みを作りま
す。 ○

6講座開講、無事終了。交
流会も予定通り実施し、次
年度に引き継ぐ意見聴取
を行い、大学から報告書と
して提出されます。どの講
座参加者からも次年度も
継続して実施してほしいと
の声が多くありました。つな
がり作りとして、よりいい関
係づくりができるよう取り組
んでいきます。

組織目標管理シート

年度 令和６年度 （参考）
関連する総合計画に
おける政策指標

・日頃から災害に対する備えをしている市民の割合
・地域団体、民間事業者、学校など多様な主体との協働数

R6.4.1

組織名（部） 北区役所
組織名

（準部・課・機関名）
地域総務課 R7.3.31

No.

組織目標 指標

評価 目標達成状況 今後の方針
取組指標

避難スペースの確保に一層努める
とともに、発災当初から円滑に避
難所を開設・運営できるよう、地域
住民、施設管理者、行政職員の3
者連携のもと、平時からの避難所
ごとの運営組織の立ち上げを推進
します。

避難所運営組織の
立ち上げ数（避難
所数）

令和7年度は、葛塚地区と長
浦地区を対象として事業を実
施予定です。これまでに事業
を実施してきた地区において
は、設立済みの避難所運営
組織の実践力強化を図って
いくとともに、避難所運営組
織が未設置の避難所につい
ては、引き続き設立に向けた
支援を行っていきます。

主な取組（事業）

 自治会・町内会、地域コミュニティ
協議会、市民団体などとの協働に
より地域課題を解決します。

補助件数 引き続き、地域活動補助金や
コミ協運営助成金を通じ、地
域による活動の取り組みを支
援していきます。

 自治会・町内会、地域コミュニティ
協議会、市民団体などとの協働に
より地域課題を解決します。

交流会実施件数 今年度の参加者からの意見
を参考に、次年度の企画内
容を検討します。さらにまちづ
くりにつなげられるよう、知識
の習得だけでなく、地域へ習
得した知識を広めるサポー
ター的存在の育成要素も含
めた内容も組み込む予定で
す。

○：達成
△：一部未達成
×：未達成



作成日

評価日

総合計画（実施計
画）上の位置づけ

Ｒ6目標 Ｒ6結果 取組名称（事業名） 概要

1 政策2-1-①

７，５００人 ９，３１１人 常設展の充実
魅力ある企画展の開
催
こども作品展の開催
夏休み体験教室の開
催
小学生に対する地域
学習の支援
市民ボランティアの活
動支援

常設展「阿賀北の大地と人々
のくらし」を展示するとともに、
魅力ある企画展を開催し市民
が文化芸術に親しむ機会を創
出します。
子どもの夏休み体験企画、こど
も作品展の開催、小学生への
昔の道具を学ぶ学習の支援を
行います。

○

・来館者（4/1～3/31）
7,312人
・館外事業参加者
10件1,999人
市民が文化芸術に気軽に
鑑賞等できる機会を提供で
きました。

2 政策2-3-①

１６４，０００円

出張実演等の
開催

１５４，５００円

出張実演等の
開催

資料の収集、調査研
究
刊行物の作成、配布・
販売
郷土芸能実演会の開
催
歴史・民俗等に関する
講座開催

北区の歴史・文化の特性を物
語る文化財や民俗芸能等につ
いて、市民がその価値を認識
する機会を創出します。
当館所蔵文化財等の保存に努
めるとともに、地域に残る文化
財等の保存・継承を支援しま
す。

△

・有償刊行物の販売
126冊、154,500円
地域の文化の価値を認識
する機会を創出し、担い手
育成の支援を行いました。

3 行財1-1-①

１００

インスタグラム
開設

１８５

インスタグラム
の活用

新聞、ホームページ等
による情報発信

新聞等のマスメディア、ホーム
ページ等を活用して当館の活
動を市民にわかりやすく伝えて
施策の効果を高めていきます。

○

・広報媒体での情報発信数
　企画展等に関する広報
　新聞、区だより、ポス
ター、雑誌、ウェブ、SNSな
ど　計１８５件
市政情報を市民へわかり
やすいよう発信しました。

新潟市の歴史・文化の特性を物語
る文化財や民俗芸能など、地域に
根差した文化について、多様な主
体との連携・協働により調査・研究
を行うとともに、市民がその価値を
認識する機会を創出します。また、
担い手育成の支援などを通して、
文化財等の保存・継承を行いま
す。

有償刊行物の年間
販売額

葛塚縞手織りの出
張実演、郷土芸能
の実演会開催

資料の収集、調査研究、刊行
物の作成、郷土芸能の公演、
歴史・民俗に関する講座の開
催等を継続します。

市民の声を聞きとり、政策・施策に
反映させるとともに、様々な市政情
報を効果的な発信手段を用いて市
民へわかりやすく伝えることで、政
策・施策の効果を高めていきます。

広報媒体を活用し
た情報発信数

広報媒体の拡充

新聞、ホームページ等による
より効果的な情報発信に努
めます。

評価 目標達成状況 今後の方針
取組指標

市民が文化芸術に気軽に鑑賞・体
験・創作・発表できる機会を充実さ
せます。

北区郷土博物館の
来館者数及び関連
事業参加者数

常設展示の充実と魅力ある
企画展などの開催を継続しま
す。

主な取組（事業）

No.

組織目標 指標

組織目標管理シート

年度 令和６年度 R6.4.27（参考）
関連する総合計画に
おける政策指標

・文化芸術活動（鑑賞含む）を行う市民の割合

組織名（部） 北区
組織名

（準部・課・機関名）
地域総務課

（北区郷土博物館）
R7.3.31

○：達成
△：一部未達成
×：未達成



作成日

評価日

総合計画（実施計
画）上の位置づけ

Ｒ６目標 Ｒ６結果 取組名称（事業名） 概要

1 (北区区ビジョン）

3 3 水辺ふるさとづくり事
業

ひょうたん池や十二潟、濁川自
然生態観察園で自然観察会や
保全活動等を実施し、自然環
境についてのふるさとへの誇りと愛
着を育むとともに、次世代の担い
手の育成を図ります。

○

3地区との協働で事業を実
施しました。

2 政策12-1-②

60 62 交通安全教室の実施 交通安全指導員を中心に保育
園や小学校、高齢者施設などで
交通安全教室を行う。

○

こども園・保育園　45回
小学校　10回
高齢者　7回

3 政策12-1-①

30 30 ・犯罪のない安心・安
全なまちづくり
・地域防犯活動の推
進

・東港セーフティネットワークによる
国際化の進展に対応した地域づ
くりを推進します。
・地域や警察と連携して、防犯
啓発活動を実施します。

○

防犯パトロール9回
防犯啓発活動21回

4 行財1-4-①

5 5 職員向け研修の企
画・実施

各係が テーマを設けて研修会を
企画し、課内研修を実施しま
す。

○

①区民窓口係：マイナ保険
証（国保以外）、②給付係：
マイナ保険証（国保）、③
税保険料係：ふるさと納
税、④生活環境係：東港
ｾｰﾌﾃｨ・ネットワーク、⑤課
長補佐：内部統制

5 行財1-3-①

2 2 マイナンバーカード普
及事業

北区オリジナルのマイナンバーカー
ド普及方策を実施し、普及率を
向上させます。

○

①新生児股関節検診時に
マイナ申請受付ブースを設
置しました。7月～11月まで
5回実施し、44人（来場新
生児の33％）が申請しまし
た。
②7/21号北区役所だより1
面にてコンビニ交付の便利
さとマイナ申請受付を広報
しました。

組織目標管理シート

年度 令和６年度 R6.4.26（参考）
関連する総合計画に
おける政策指標

・交通事故死者数・重傷者数
・刑法犯認知件数
・仕事に対する職員満足度
・行政サービスのデジタル化により、利便性が向上したと思う市民の割合組織名（部） 北区役所

組織名
（準部・課・機関名）

区民生活課 R7.3.6

No.

組織目標 指標

評価 目標達成状況 今後の方針
取組指標

自然環境を環境教育や自然体験
の場、地域づくりの場、ふれあいと
憩いの場として活用します。

取り組み地区数(地
区)

令和4年新潟市はラムサール
条約湿地都市認証を受け、
水辺の保全や利活用の取り
組みを推進しています。３つ
の水辺においても引き続き、
地域と連携した環境保全活
動に取り組んでいきます。

主な取組（事業）

関係機関・団体と連携し、各世代
における段階的かつ体系的な交
通安全教育や、様々な機会を捉え
た啓発活動を行います。

交通安全教室実施
回数（回）

令和6年度に北区内で2件の
高齢者の死亡事故があり、高
齢者の交通事故防止は喫緊
の課題となっています。子ど
もたちだけでなく、高齢者に
対する交通安全教室にも力
を入れていきます。

防犯に対する意識の啓発や、地域
において防犯活動に取り組む防犯
ボランティア団体等への支援を行
うなど、防犯意識の高いひとづくり
に取り組みます。

防犯パトロール及び
防犯啓発活動の実
施回数（回）

刑法犯罪認知件数は増加傾
向にあり、全国的に広がりを
見せる闇バイトによる強盗に
も警戒が必要です。地域や警
察と連携したパトロールを継
続実施し、安心安全なまちづ
くりを進めていきます。

職員一人一人の能力や意欲を最
大限引き出すための人材マネジメ
ント機能を強化します。

職員向け研修実施
回数(回)

研修を受講する職員だけでな
く、講師となった職員も自己
研鑽の場となりました。今後
も社会情勢に対応した知識を
深めることに努め、市民サー
ビスの向上を図ります。

マイナンバーカードを活用し、誰も
が時間や場所に制約されず、オン
ラインで手続きが行えるようにしま
す。

マイナンバーカード普
及方策の件数（件）

Ｒ6.12より新生児は出生届提
出時にマイナ申込ができる仕
組みができました。
今後も作りたい方が、即時に
作れる窓口体制と広報を継
続していきます。

○：達成
△：一部未達成
×：未達成



作成日

評価日

総合計画（実施計
画）上の位置づけ

Ｒ６目標 Ｒ６結果 取組名称（事業名） 概要

1 政策7-2-①

年１件以上 1件 北区障がい者自立支
援協議会

サービス利用につながっていな
い困難ケースについて具体的
な支援方法を検討し、同時に
地域課題の掘り起こしも行うこ
とにより、関係機関との連携強
化とサービスの質的向上を目
指します。

○

2月開催の協議会におい
て、関係機関が多い困難
ケースを題材にケース検討
を行い、地域資源・地域課
題の掘り起こしを行いまし
た。

2
政策7-1-①
行財3-2-②

62か所
（前年度末の
地域の茶の間
数61＋1）

67か所 常設型地域の茶の間
運営事業

支え合いのしくみづくり推進員
を中心に、実施団体への支援
や、新たな活動開始・拡充への
支援を行います。 ○

昨年度末で閉会した茶の
間もあったが、今年度新た
に増えた茶の間もあり、現
時点での地域の茶の間は
67か所。

3 政策4-3-③

30回 40回 北区子育て応援事業 ・子育て支援講座や多胎児を
妊娠中の人やその家族向けの
交流会の開催、地域団体への
子育て支援講座の講師派遣に
より、子育てを支援します。
・地域団体での多世代交流カ
フェや子育て応援イベントの開
催により子育てを支える地域の
実現、子どもがすこやかで心豊
かに過ごし成長発達できるよう
な地域づくりの推進を図りま
す。

○

子育てをはじめる保護者向
けの講座や多世代交流カ
フェの開催など、多面的に
子育て支援講座を開催す
ることにより、子育て家庭
への支援を行いました。
ＢＰ/NP講座　5回開催
多世代交流カフェ　16回開
催
パパ向け講座　3回
多胎児の会　12回開催
講師派遣　3回
ふゆっこまつり　1回
計40回開催

4 政策6-1-①

200回 310回 地域における健診受
診勧奨

・地域からの依頼健康教育や
各種保健事業等様々な機会を
利用し、北区の健康課題の周
知や健診受診勧奨を行いま
す。
・医療機関やコミ協・学校との
連携、また農協や商工会への
働きかけを通じて、健康意識の
向上を図ります。

○

各種保健事業や地域から
の依頼健康教育、会議等
の機会に、特定健診の受
診勧奨を行いました。また
生活習慣病予防教室等の
場で北区の健康課題を周
知し、疾患の早期発見・重
症化予防の大切さと健診
受診の必要性を説明しまし
た。
健診PR回数：310回

組織目標管理シート

年度 令和６年度 R6.4.1（参考）
関連する総合計画に
おける政策指標

・障がいを理由として差別・暮らしにくさを感じたり、いやな思いをしたことがない障
がい者の割合
・住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができると思う高齢者の割合
・新潟市は子育てしやすいまちだと思う保護者の割合
・健康寿命（日常生活に制限のない期間の平均）

組織名（部） 北区
組織名

（準部・課・機関名）
健康福祉課 R7.3.31

No.

組織目標 指標

評価 目標達成状況 今後の方針
取組指標

障がいの有無によらず安心して暮
らせる共生社会実現のため、関係
機関と連携し地域資源を活用しな
がら、障がい福祉サービスの充実
を図ります。

北区障がい者自立
支援協議会におい
て、サービス利用が
困難なケースの検
討を年１件以上実
施する。

明らかになった地域資源・地
域課題を生かし、今後の障が
い福祉サービスの質的向上
や関係機関との連携強化を
進めていきます。

主な取組（事業）

地域住民同士の支え合いのしくみ
づくり、支え合う地域づくりを推進し
ます。

支え合いのしくみづ
くり推進員や関係機
関と連携し、地域の
茶の間の数を増や
す。

引き続き、支え合いのしくみ
づくり推進員を中心に支援を
行います。

様々な講座や交流会、イベントを
通じて、地域団体や関係者ととも
に子どもや子育て家庭を支援し、
子育てを支える地域づくりを推進し
ます。

支援講座等の実施
回数（回）

引き続き、子育て家庭の支援
に向け、講座の実施やイベン
トの効果的な企画検討を進め
ていきます。

生活習慣病の重症化予防・健康寿
命延伸のため、特定健診の受診
率向上に向けた取り組みを行いま
す。

地域における健診
PR実施回数

引き続き各種保健事業や依
頼健康教育等の機会に受診
勧奨を行います。

○：達成
△：一部未達成
×：未達成



作成日

評価日

総合計画（実施計
画）上の位置づけ

Ｒ６目標 Ｒ6結果 取組名称（事業名） 概要

1 政策3-1-③

対象者に対し
ての全数

対象者に対し
ての全数

母子健康手帳交付
新生児訪問
保健師等による訪問、
面接、電話相談

・月1回、支援検討会を開催し
ます。
・支援を必要とする対象者へ妊
娠期から継続的な支援を行い
ます。

○

毎月１回支援検討会を開
催し、延べ309 人の進行管
理を実施し、担当者が対象
者に対して全数支援をしま
した。

2 政策6-1-①

50回 63回 地域における健診受
診勧奨

・地域からの依頼健康教育や
各種保健事業等機会を利用
し、健診受診勧奨を行います。
・医療機関やコミ協・学校との
連携を通じて、健康意識の向
上を図ります。

○

関係機関やコミ協、各種事
業で健診PRを行い、各種
健診受診率の向上に向け
た取り組みを行いました。
63回実施しました。

3 行財1-1-①

6回 6回 事例検討会
職員研修会（OJT含
む）

・妊産婦や児童虐待、障がい
児・者などの処遇困難事例を
検討し、職員のスキルアップを
通して、よりよい市民対応を行
います。

○

児童虐待予防のため処遇
困難な事例の検討会を行
いました。前期３回後期３
回実施しました。

組織目標管理シート

年度 令和6年度 R6.4.1（参考）
関連する総合計画に
おける政策指標

・新潟市は子育てしやすいまちだと思う保護者の割合
・健康寿命（日常生活に制限のない期間の平均）
・自分が健康だと思う市民の割合
・市民の声をしっかりと聴く体制が整っていると思う市民の割合組織名（部） 北区

組織名
（準部・課・機関名）

北地域保健福祉センター R7.3.31

No.

組織目標 指標

評価 目標達成状況 今後の方針
取組指標

全ての妊産婦が安心して子どもを
産み育てられるように、妊娠期か
ら出産後の切れ目ない支援を行い
ます。

支援を必要とする
妊産婦に対する相
談及び訪問を実施
した数（人）

毎月支援検討会を開催し、対
象者に対して全数支援を行
います。

主な取組（事業）

特定健診受診率向上のた
め、ミニドックを中心に特定健
診受診率向上のためのPRを
引き続き実施します。

誰もが安心していつまでも健康に
暮らせるまちを目指し、窓口業務
や相談支援の質の向上に努めま
す。

処遇困難事例の事
例検討会の開催
（回数）

今後も、タイムリーで効果的
な支援になるように事例検討
会を開催します。

生活習慣病の重症化予防・健康寿
命延伸のため、特定健診の受診
率向上に向けた取り組みを行いま
す。

地域における健診
PR実施回数

○：達成
△：一部未達成
×：未達成



作成日

評価日

総合計画（実施計
画）上の位置づけ Ｒ6目標 Ｒ6結果 取組名称（事業名） 概要

1 政策8-1-④

3 3（延べ14回） 商店街ブランディング
事業

六歳市活性化のため、うまいも
ん市場やこらっせ松浜市など
のイベントを開催するほか、官
民協働で区役所庁舎を活用し
た賑わいを創出します。 ○

・露店市場を活用し、葛塚
エリアで「うまいもん市場」
を10回、松浜エリアで「こ
らっせ松浜市」を2回開催し
ました。
・区役所庁舎で、キテ・ミ
テ・キタ区フード&防災フェ
スタ、うまいもん夜市を開
催しました。

15,000 13,897人 地域や関係者と連携したイベ
ントを行い交流人口を増やしま
す。

「海辺の森バザール～森
の蚤の市」など社会実験イ
ベントにより、交流人口を
増加させましたが目標まで
至りませんでした。

1 4 海辺の森の木質資源を活用す
るコミュニティビジネスの活動
を支援します。

・クローバーまつり、
・キテ・ミテ・北区フードフェ
スタ、
・アグリパーク、
・葛塚市に出店し、木製
コースター販売、門松作り
体験等を行いました。

政策3-1-①

2,000 2,925 北区エンジョイスポー
ツ事業

区スポーツ協会などと連携し、
下記イベントを開催します。
・競技別大会
・ニュースポーツ体験会
・スポーツレクリエーション

○

 競技別大会（10種目・計５
日間）、ニュースポーツ体
験会、フロアーカーリング
交流戦等の開催により目
標を達成しました。

政策2-1-①

95,000 107,861人 北区文化会館事業 市民、指定管理者、行政の協
働により、北区文化会館の利
用を促進します。

○

・計画した38事業を実施し
ました。
・キテ・ミテ・北区フードフェ
スタ、しるきーもマルシェな
どイベントへの協力により
来館者が増え目標を達成
しました。

3 5

1 1

参加者数（人） これまでの取り組みに併せ、
中学生などジュニア世代へも
広く参加を呼びかけ、部活動
の地域移行推進につなげて
いきます。

年間利用者数（人） ・吹奏楽などジュニア世代の
利用を支援します。

　スポーツ活動を通じたスポーツを
愛好できる機運を醸成するととも
に、文化・芸術事業による賑わい
の創出と地域の活性化を図りま
す。

4

　農作業の省力化や農産物の高
品質化による付加価値向上を図
り、「儲かる農業」の実現を目指し
ます。 政策9-1-②

政策9-1-③

トマト販促事業数
（回）

北区トマト王国プロ
ジェクト

　県内有数産地であるトマト農
家の作業効率化及び所得増加
を図るとともに、新規就農者確
保を行います。

○

・トマト王国協議会の販促
部会で前期4回、後期１回
実施しました。
（VRﾄﾏﾄ投げ、PLANT5、新
潟ふるさと村、ｷﾃﾐﾃﾌｰﾄﾞﾌｪ
ｽ、食花マルシェ）
・独立就農のトマト栽培農
家が１人就農しました。

・12月、新規就農者セミナー
を実施し、トマト栽培の新規
就農希望者へアンケート実施
しました。今後、具体的に相
談に応じて次年度の新規就
農につなげます。

トマト認定新規就農
者数（人）

イベント等での出店
（回）

コミュニティビジネスの活動を
継続して支援します。

　海辺の森キャンプ場のリニュー
アルに向けて、海岸保安林の機能
を維持しつつ、海辺の森の賑わい
創出を図るため、官民一体となっ
た取り組みを努めるとともに、森林
資源や環境を有効的に利活用し
ます。 行財3-2-②

海辺の森共創の場形
成事業
海辺の森リニューアル
事業

　地域商業活性化に向けた取り組
みを行い、新規誘客及び賑わいの
場創出を目指します。

地域ごとのイベント
等の実施（回）

露店市等の賑わい創出につ
ながってることから、創意工
夫し引き続き実施します。

主な取組（事業）

海辺の森の交流人
口（人）

海辺の森利活用の検討を進
め、交流人口増加に取り組
みます。

R6.4.1（参考）
関連する総合計画に
おける政策指標

・一人当たり市民所得
・文化芸術活動（鑑賞含む）を行う市民の割合
・週１日以上スポーツをする市民の割合
・農業産出額推計値組織名（部） 北区

組織名
（準部・課・機関名）

産業振興課 R7.3.31

2

3

△

組織目標管理シート

年度 令和6年度

No.

組織目標 指標

評価 目標達成状況 今後の方針
取組指標

○：達成
△：一部未達成
×：未達成



作成日

評価日

総合計画（実施計
画）上の位置づけ

Ｒ６目標 Ｒ６結果 取組名称（事業名） 概要

1 政策5-3-①

200人以上 200人 松浜海岸の自然環境
保全と地域の魅力づく
り事業

松浜海岸の砂浜を官民協働
（地元小学校・住民・国土交通
省・新潟市）により、アキグミの
苗木を植栽し緑化することによ
り環境保全と飛砂対策に取り
組みます。

○

松浜海岸において、官民協
働によるアキグミの苗木の
植栽を10月17日に実施し
参加人数は200人でした。

2 政策15-1-③

5 5 除雪業務の幅広い啓
発活動

昨今の降雪状況や体験談を交
えた除雪作業内容などを出前
講座を通じ小学生等へわかり
やすく伝えます。また、市民が
多く集まるイベントに除雪ブー
スを出展させるなど、幅広く市
民へ除雪業務の啓発を行いま
す。

○

葛塚うまいもん市　8/3
海辺の森でｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ 9/28
キテミテキタク　9/29
葛塚東小（1年生）　11/8
太夫浜小（5年生）　12/12

3 行財１-１-①

6 7 専門知識の向上及び
情報の共有化

庁内外を問わず研修会等に参
加し修得した知識を、課内で情
報共有することにより知識の共
有化を図ると共に、プレゼン能
力を高め、窓口等でのより良い
市民サービスの提供に努めま
す。

○

課内のスケジュールを調整
し、前期は４回、後期３回
の課内研修を実施しまし
た。
（１４項目）

4

85％以上 91.7％ 上半期における高い
工事発注率の維持

自治会要望等に基づき年度当
初に箇所付けされた工事案件
について、実施に向けた関係
機関との適切な協議・調整及
び計画的かつ早期の発注に取
り組みます。
　当初計画工事本数：87本
　（整備：41本、維持46本）

○

担当係長から、毎月行う進
捗報告会にて、発注状況を
把握し、その都度目標達成
に向け助言しました。

発注率 91.7%(77本/84本)
　（整備：33本、維持44本）

工事の品質を向上させることで道
路や公園が市民により安心・安全
に利用されるよう、工事を適切な
時期に適切な施工体制により実施
するため、工事の早期発注と余裕
のある工期設定に努めます。

上半期の工事発注
率（実績本数／当
初計画本数）

引き続き、適切な施工時期・
施工体制による品質確保に
努めます。

最終発注率100%(84本/84本)
  （整備：37本、維持47本）

市民に幅広く除雪業務の啓発を行
います。

啓発活動回数（回） 次年度は小学校だけではな
く、中学校でも講座を開催で
きるよう内容を検討し、除雪
の啓発活動に取り組みます。

市民の信頼と期待に応えられるよ
う、職員の市民対応の質を向上さ
せるなど市民の視点を大切にした
信頼される市政を推進していきま
す。

研修会発表実施数
（回）

今後も課内研修会を実施し、
情報共有、知識共有を行い、
窓口業務などのサービス向
上に努めます。

評価 目標達成状況 今後の方針
取組指標

地域コミュニティ協議会などの地域
団体と連携・協働しながら、学校で
の総合学習や部活動を推進する
ほか、地域における課題の解決を
支援します。

官民協動によるア
キグミ植栽活動に
参加した人数

次年度も地元の小学校や自
治振興会、国土交通省などと
調整を図るほか、北区各課に
参加依頼を行い、同規模で実
施できるよう取り組みます。

主な取組（事業）

No.

組織目標 指標

組織目標管理シート

年度 令和６年度 R6.4.1（参考）
関連する総合計画に
おける政策指標

・地域や社会をよくするために何をすべきか考えることがあると回答した児童生徒の
割合
・道路（橋を含む）が適切に整備・管理されていると思う市民の割合
・市民の声をしっかりと聴く体制が整っていると思う市民の割合組織名（部） 北区

組織名
（準部・課・機関名）

建設課 R7.3.28

○：達成
△：一部未達成
×：未達成



作成日

評価日

総合計画（実施計
画）上の位置づけ

Ｒ６目標 Ｒ６結果 取組名称（事業名） 概要

1 行財1-１-① 4 8

・窓口アンケートの実
施
・窓口アンケートの意
見等を参考に課題を
把握し、窓口事務や
内部事務の改善・提
案を実施

・2係及び2連絡所がそれぞれ1
件以上の改善提案をします。
（（２係＋２連絡所）×１件）

○

・窓口アンケートを北出張
所と南浜・濁川連絡所で実
施し、合計８６件を回収しま
した。
・このアンケート結果を踏ま
え、職員で検討会議を開き
8件の窓口改善提案をまと
めました。

2 行財1-4-① 68 125

・業務専門研修への
参加と職場内伝達研
修の実施
・係間及び出張所・連
絡所間の相互応援体
制充実のための職場
内研修の実施

・研修対象職員1人平均4回以
上の研修・講習会等に参加し
ます。
（対象職員１７名×４回＝６８）

○

・研修会等参加者の延べ
回数は、目標を上回る
125回となりました。
・組織内の協力体制を整
え、正職、再任用職員、会
計年度任用職員を問わ
ず、すべての職員が研修
等に参加することができま
した。

3 政策1-１-① 87 88

・各地域団体の会議
や行事等への参加
・各地域団体への支
援

・北地区の地域コミュニティ協
議会や自治振興会などの会議
や行事等へ参加し、地域課題
について情報共有を図り、課題
解決に向け助言等を行い、地
域団体の活動を支援します。
（過去３年間平均支援件数）

○

・各団体への活動支援を積
極的に行うため、会議やイ
ベント等に参加することが
できました。
・目標を上回る88件となり
ました。

組織目標管理シート

年度 令和６年度 R6.5.7（参考）
関連する総合計画に
おける政策指標

・市民の声をしっかりと聴く体制が整っていると思う市民の割合
・仕事に対する職員満足度
・地域活動に参加した経験のある市民の割合組織名（部） 北区役所

組織名
（準部・課・機関名）

北出張所 R7.3.13

No.

組織目標 指標

評価 目標達成状況 今後の方針
取組指標

　迅速・丁寧・正確な窓口対応に努
め、市民サービスの向上及び業務
の効率化を図るため事務改善を行
います。

窓口事務・内部事
務に係る改善提案
件数（件）

・お客様の声を聴く貴重な機
会となっているため、今後とも
窓口アンケートを継続し、市
民サービス向上に努めていき
ます。

主な取組（事業）

　質の高いサービスを提供するた
め、係を超えた複数の業務を行う
ことができるなど、職員の実務能
力の向上に取り組みます。

各種研修会・講習
会等への参加延べ
回数（回）

・ニーズの多様化など窓口担
当職員を取り巻く環境は年々
厳しくなっています。
・そのため、職員のスキルの
向上と労働意欲の向上を目
的に、今後とも積極的に職員
研修を進めていきます。

 地域課題を情報共有しながら、地
域団体の活動を支援します。

各地域団体の会
議・行事等への参
加又は支援した件
数（件）

・地域に信頼される出張所と
して、今後とも地域団体への
支援活動を積極的に行って
いきます。

○：達成
△：一部未達成
×：未達成


